
学校番号 403 

令和３年度 地理歴史科 

 

教科 地理歴史 科目 世界史Ａ 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 現代の世界史 （山川出版） 

副教材等 アカデミア世界史 （浜島書店） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 歴史的事項を臨場感あふれるように体感させる。 

 歴史事象がなぜ起こり、その結果どうなったかを考える力を育てる。 

 歴史的事象を知ったことにより現代社会で起こっているさまざまな出来事の解決方法などを

考える力をはぐくむ。 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

近世以前の諸地域世界の特質を理解した上で，大航海時代を背景にアジア世界とヨーロッパ世界

が接触や交流・進出を深め，世界が一体化に向かい始める状況を概略的に把握させる。また，近

現代史以降一体化がさらに進んでゆく状況を日本と関連づけながら歴史的に理解させ，あわせて

人類の今後の課題について具体的に考察させる。 

 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

近現代史を中心とす

る世界の歴史に対す

る関心を高め、意欲

的に課題を追求する

とともに国際社会に

主体的に生き平和で

民主的な国際社会実

現に向けて参加・協

力する態度を身につ

ける。 

現代世界の政治・経

済などにかかわる諸

課題を歴史的観点か

ら考察し、広い視野

にたって多面的に考

察し、社会の変化や

いろいろな考え方を

踏まえ公正に判断し

て、その過程や結果

を適切に表現してい

る。 

世界の歴史に関する

資料を収集し、有用

で効果的な情報を選

び、読み取ったり図

表などにまとめたり

している。 

世界の歴史に関す

る基本的な事項を

日本史や地理と関

連付けて理解し、多

面的に知識を身に

つけている。 

評
価
方
法 

ワークシート 定期考査 

ワークシート 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

ワークシート 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１ 第Ⅰ

部
一
体
化
す
る
世
界 

第１章 諸地域世界の特質 

①  東アジア世界 

② 南アジア・東南アジ

ア世界 

③ 西アジア世界 

④ ヨーロッパ世界 

⑤ 陸と海の交流 

第 2 章 アジア諸国の繁栄 

  ① モンゴル帝国の

形成と解体 

    ② 東アジア・東南アジ

ア諸地域の変動と

再編」 

    ③ 近世の日本と世界 

    ④ イスラーム世界の

再編成 

第 3 章 世界の一体化とヨー

ロッパ 

  ① 大航海時代と世

界の一体化の始

まり 

  ② 16 世紀の西ヨ

ーロッパ 

  ③ 17～18 世紀の

西ヨーロッパ 

  ④ 16～18 世紀の

東ヨーロッパ 

⑥ 西欧を中心とす

る世界の一体化 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

第１章 

a:世界４大文明に代表される

諸文明の特質とそれらの交

流について関心を高め、自ら

意欲的に追求しようとして

いる 

b:諸文明の交流の特徴を見つ

け、文化の変化などを考察し

その過程や結果を適切に表

現している。 

c:必要な資料を集め、それを読

み取ったり図表にまとめた

りしている。 

d:諸文明の交流を理解し、その

知識を身につけている。 

第２章 

ａ：モンゴルを中心に世界の一

体化の始まりが起こること

を理解しようとしている。 

ｂ：西アジアや南アジアでイス

ラーム教文化が成熟したこ

とを多面的に考察しその結

果を適切に表現している。 

ｃ：東西文化の交流などの資料

を積極的に収集し、自ら図表

にまとめようとしている。 

ｄ：アジア・ヨーロッパの当時

の概観を理解できている。 

第３章 

ａ：大航海時代におけるヨーロ

ッパの海外進出、ルネサンス

と宗教改革の動きなどに高

い関心を示し意欲的に追求

しようとしている。 

ｂ：設定された時代の特質を見

つけ、ヨーロッパの発展に関

連付けて考察し、その結果を

適切に表現している。 

ｃ：大航海時代の世界地図を自

ら書きとめヨーロッパ世界

の飛躍的な拡大を 

ｄ：１７世紀のヨーロッパの危

機を例に取り現代に置き換

え理解しようとしている。 

定期考査 

ワークシート 

 

 

 

 

 

定期考査 

ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

定期考査 

ワークシート 



２ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

第Ⅱ

部 

現
代
世
界
と
日
本 

 

第 4 章 近代の欧米社会 

   ①  イギリス産業革命 

   ②  アメリカ独立革命 

   ③  フランス革命 

   ④ 反動と改革 

   ⑤ ナショナリズムの時       

代          

⑦ 南北アメリカの道 

第 5 章 ヨーロッパの進出とア

ジア       

   ① バルカン・西アジア

社会の動き 

    ② インド・東南アジア

の植民地化 

    ③ 東アジアの動揺 

    ④ 東アジア国際秩序

の変容 

第６章 帝国主義とアジアの

民族運動 

   ① 欧米による世界の植

民地化 

   ② 民族運動と列強の対

立 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

a:産業革命においては、様々な

技術の発達に伴う生産力の

向上、イギリス国家の変貌に

よる各地域への影響などに

関心を示す。 

b:産業革命の進展に伴う世界

諸地域の変貌を見つめ、１９

世紀の世界の一体化と関連

付けて考察しその過程や結

果を適切に表現している。 

c:アメリカの独立革命の地図

を作成したり、独立革命の影

響下でフランス革命が起き

たことを図表にしようとす

る。 

d:産業革命・アメリカ独立革

命・フランス革命がそれぞれ

単独で起こったのではなく、

影響しあっていることを理

解し、その知識やそれぞれの

その後の影響を知識として

身につけている。 

第５章 

ａ：ヨーロッパのアジア進出に

よってインド・東南アジア・

が植民地化される過程に関

心を持ち主体的に問題点を

追求する態度をやしなう。 

ｂ：現代に至るアジアやアフリ

カ諸地域の問題点をこの時

代から考察し問題点解決の

方法を思考する。 

ｃ：インドやアフリカがヨーロ

ッパの植民地になっていく

過程を図に書いたり中国と

イギリスの関係を歴史年表

にまとめる。 

ｄ：アジア・アフリカ諸地域と

ヨーロッパの関係を個々の

事件を参照に理解している。 

６章 

ａ・ｂ：ｃ・ｄ共通 

帝国主義によるアジア・ア

フリカの植民地化を考察・

理解する。 

定期考査 

ワークシート 



３ 

 
 

 

第７章 二つの世界大戦 

   ① 第一次世界大戦とロ

シア革命 

   ② ヴェルサイユ体制と

欧米諸国 

   ③ 民族主義の新展開 

   ④ 世界恐慌とファシズ

ム 

   ⑤ 第二次世界大戦 

 

第８章 冷戦の時代 

   ① 冷戦の形成と第三世

界の登場 

   ② 核戦争の危機 

   ③ 多極化と緊張緩和 

   ④ 冷戦の変質 

   ⑤ 冷戦の終焉 

   ⑥ 冷戦下の日本 

 

第 9 章 グローバル化する世

界 

   ① グローバル化の進展 

   ② 変貌する世界の諸地

域 

   ③ 日本の現状と未来へ

の模索 

  

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

第７章 

a:20 世紀初頭から中盤までに

人類は２度の世界大戦を体験

する。その原因や影響さらに平

和の大切さに関する関心を高

め、平和を意欲的に追求する。 

b:戦争に関する個々の事象を

考察し、平和の大切さを多面

的多角的に考察し、その過程

や結果を公正に判断してい

る。 

c:両大戦に関する資料を収集

し一般国民までも巻き込ん

だ総力戦としての戦争であ

ることを読み取り、地図や図

表にまとめたりする。 

d:両大戦の悲惨さを知識とし

て持つとともに平和の大切さ

などと関連付けて理解してい

る。 

 

第８章 

ａ・ｂ・ｃ・ｄ共通 

第二次世界大戦を機に西ヨー

ロッパの政治的・経済的地方が

低下したこと。代わって合衆

国・ソ連の２国が圧倒的に発言

力を持ったこと。合衆国陣営と

ソ連陣営による冷戦の始まり、

核戦争の危機などを考察し、解

決方法を考え判断力理解力を

深める。 

 

９章 

ａ・ｂ・ｃ・ｄ共通 

1980 年代以降を扱うのでまさ

に現代社会である。個々の事例

を使ってなぜその現象が起こ

ったか、その解決方法などを多

角的な観点から学ぶ 

定期考査 

ワークシート 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:資料活用の技能    d:知識・理解 

 



 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 

 

 


